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ア
イ
ボ
ー
ル
レ
ン
ズ
が
あ
る
ヘ
ッ
ド
ユ
ニ
ッ
ト
は
医

師
の
姿
勢
に
無
理
な
く
、そ
し
て
素
早
く
応
答
出

来
る
よ
う
自
由
度
の
高
い
可
動
性
を
持
た
せ
な
が

ら
も
、コ
ン
パ
ク
ト
に
設
計
し
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
必
要
な
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
で
の
像
誘
導
を

実
現
す
る
プ
リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
と
、稼
働
部
分

の
機
械
設
計
の
妙
は
特
許
レ
ベ
ル
の
技
術
と
言
え

ま
す
。

光
学
特
性
と
し
て
倍
率
比
に
対
し
て
レ
ン
ズ
枚

数
が
増
え
鏡
筒
が
長
く
な
り
ま
す
が
、
非
常
に
短

い
全
長
を
保
持
し
て
い
ま
す
。ズ
ー
ム
ユ
ニ
ッ
ト

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
い
る
の
は
レ
ン
ズ
を
稼
働

さ
せ
る
機
械
設
計
と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

両
眼
で
１
６
枚
使
わ
れ
て
い
る
レ
ン
ズ
は
、同
一

レ
ン
ズ
の
反
転
使
用
等
で
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
貢

献
し
ま
す
。
お
客
様
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
は
、オ
リ
ジ

ナリ
テ
ィ
ー
、ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、そ
し
て
低
コ
ス
ト
で

す
。
当
社
は
こ
れ
ら
の
オ
ー
ダ
ー
一
つ
一
つ
に
解

対
物
レ
ン
ズ
ユ
ニ
ッ
ト
を
経
由
し
て
対
象
に
適
切

な
照
明
を
照
射
す
る
た
め
に
、
プ
リ
ズ
ム
、
非
球

面
レ
ン
ズ
等
を
使
用
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
な

が
ら
良
質
な
光
源
が
送
れ
る
よ
う
設
計
し
て
い
ま

す
。

対
物
レ
ン
ズ
ユ
ニ
ッ
ト
は
照
明
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の

光
源
と
の
融
合
が
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
例
で
は
カ
ッ
ト
レ
ン
ズ
に
て
レ
ン
ズ
の
中
心
の

み
を
使
用
し
、
照
明
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
光
源
照
射

が
可
能
な
限
り
垂
直
に
そ
し
て
中
心
部
に
当
た
る

よ
う
設
計
し
ま
し
た
。
歯
科
用
な
ど
穴
が
深
い
場

合
に
は
絶
対
的
に
必
要
な
特
性
で
あ
り
、
い
く
ら

高
級
な
レ
ン
ズ
群
を
重
ね
て
も
、
適
切
な
照
明
が

な
け
れ
ば
、
目
的
と
す
る
解
像
感
を
得
る
事
は
出

来
ま
せ
ん
。

このページはご覧の光学機器の製品説明ではあり

ません。当社のクリエイティビティをサンプル機で

ご理解いただく事が目的です。

サンプル光学機は「エルゴ式実体顕微鏡」を

ベースにしたイメージです。

サンプルでは先ずコンパクト性と作業性の両立が

命題でした。

対物レンズの接近で患者が圧迫感を受けない

距離で、なおかつ施術する医師は出来るだけ

近づけるように、アイボールレンズの角度をゼロレ

ベルよりも下がるように設計し、結果的にワーキン

グディスタンス 200mmを達成しています。

快適なフォーカス、解像感、明るさ、操作性を

実現するために注がれた多くの技術の中から

主要なものをピックアップし、当社の問題解決力を

アピールしたいと思います。

製品へのこだわりはお客様から。
技術へのこだわりは当社から。

そのシナジーがお客様の課題をクリアする。
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光学技術 組み立て技術

画像解析

色再現性、解像力、被写界深度など求められる特性に対して

トップクラスの光学レンズを設計制作しています。

ただし研究機関のように一定のコア技術に集中するのではなく、

既に汎用化されている技術…たとえば、レンズをカットする発想、

光軸をすずらす発想、スパッター加工など、光学技術についての

広範囲な知識、経験、情報収集力をもって、お客様のオーダー

を達成する事がいつも最優先の課題です。

例えば業界で話題の新技術があり、それが凄いことは分かっても、

その技術を投入した成果物にお客様が満足できなければ

意味がないと、当社は考えております。

近年アイボールでの確認のみでなく、ＣＣＤなどによる光学情

報のデジタル化ニーズが高まっています。接眼レンズとデジタ

ル

画像出力の両方が必要な場合や、デジタルのみだが画像解析

までが必要な場合など組み合わせは多様です。

当社ではＣＣＤは開発しておりません。その代わり求められる

出力に対して十分な汎用品をチョイスし、目的に合うレンズ

や構造体を設計し、画像解析ソフトを開発します。

全ての構成部品を自社製にすることは単に

コスト高になるだけと当社は考えております。

すべては結果です。お客様が求める出力を実現するための

調達力、技術力、開発力、発想力でお応えしております。

レンズや電子部品は無論の事ですが、筐体やハンドル、ビス、グリスにいたるまで部材の選択は重要です。

ですがそれと同じくらい必要な構成部品を組み立てる技術もまた重要です。特に稼動部分はお客様の使用感につながる

ので神経を使います。

例えば、ユニットの位置を変える。倍率を可変する。こうしたごく当たり前の操作にストレスなく順応する道具を作るに

は、設計、部材、組み立ての全てが良好でなければ実現できないものです。成果物も分解するとプラモデルのように単純に

見えますが、それを調整するにはやはり職人の技が必要です。

当社の組み立てへのこだわりは、使う方のこだわりに直結しています。

を

に

む

どんなに高い技術でも当たり前に使えなければ意味がなく、

全ては「使う方が求める映像を得るための、道具を組み立てる」技術です。

「なるほどね」と言っていただく事。

OPTCAL WORKS

IMAGE WORKS

ASSEMBLY WORKS








